
Ⓒ岡山県「ももっち・うらっちと仲間たち」

児島湾干拓地



はじめに

岡山県は温暖な気候を生かして中国四国有数の農業県として発

展してきました。

先人達の知恵と努力により築造・維持されてきた農地や農業用施

設は、豊かな農産物の生産基盤としての役割を発揮するほか、暮らし

に安らぎを与え、豊かで美しい農村空間を形成し、さらには、国土保

全・水源涵養といった多面的な機能も有しています。

近年、世界的には人口増加に伴う食料不足や環境問題への対策

が求められています。 農村地域が安全安心な食料を供給しながら、

豊かな自然環境を維持するには、その基盤となる農地と農業用施設

の整備は、今後、ますます重要になってきます。

こうした中、農業農村整備事業では、環境に配慮しながら農業生

産に必要な土地や水資源を確保し、生産性の向上を通じて農業の

体質強化を図るとともに、美しい自然環境や農村景観を保全し、農

村に居住する人が、快適な生活を過ごすことができるよう、様々な社

会資本を整備しています。
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Ⅰ 産地づくりのための生産基盤の整備

既存ストックを十分活用し、ソフト施策等と十分に連携しながら、

水田の汎用化及び畑地化を進め、高収益作物の導入による新たな

産地づくりを推進する。

Ⅱ 産地維持のための保全対策

基幹的土地改良施設が、将来にわたり適切に機能を発揮し産地

が維持できるよう、施設管理者等と連携し、産地のニーズを踏また

最適な施設規模で、重要度や緊急度に応じて計画的に取り組む。

Ⅲ 農業・農村を守る防災・減災対策

農業・農村を自然災害から守るため、防災重点農業用ため池の

早急な改修や排水対策などの防災・減災対策を積極的に推進する。

Ⅳ 活力と魅力あふれる農村づくり

市町村の振興計画を十分に踏まえ、ソフト施策とも連携しながら、

農村の活力が持続するよう農村生活環境の整備を推進する。

岡山県の農業農村整備の取組

本県の農業農村整備については、「産地」「連携」「最適」をキーワー

ドに、以下の４つの施策を柱として計画的かつ効率的に事業を推進し

ています。
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Ⅰ 産地づくりのための生産基盤の整備

① 農業用水の安定的な供給

用排水路をはじめとする農業水利施設は、農産物の生産に欠かせない適時・適

量の農業用水を安定的に供給することで農業生産を支え、食料の安定供給に大き

く貢献しています。

　ダム 　　　　　39箇所

　頭首工 　　　　　22箇所

　用排水機場 　　　　149箇所

　開水路 　　　　378ｋｍ

　パイプライン 　　1,941ｋｍ

県内の基幹水利施設
（県営土地改良事業で造成）

旭川合同堰

新田原井堰

高梁川合同堰

児島湾締切堤防
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岡山三大河川に整備されている頭首工及び児島湾締切堤防により誕生した
児島湖により、県南穀倉地帯の７割に当たる約2万haの農地に安定的に農業
用水を供給しています。



平成６年に発生した記録的な渇水において、特に高梁川水系の深刻な水不
足緩和のため、倉敷市をはじめとする関係市町村の強い要請と農業水利団体
の絶大なる協力を得て、高梁川から取水している農業用水の一部を暫定的に
水系の異なる児島湖から全面的に取水することと、当該振り替え分を県南西部
の生活用水へ補給する方策がとられました。

【山陽新聞社提供】〈H6.8.13 山陽新聞 朝刊〉

干上がった高梁川

ポンプアップ（大水門）

１６時間断水（倉敷市）

水田に発生した亀裂

県民の生活を助けた農業用水

～生活用水への振替による渇水危機を克服～

県民の生活を助けた農業用水

～生活用水への振替による渇水危機を克服～
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ほ場整備率の高い地域

ほど、耕作放棄率が低く

なる傾向。
耕作放棄地率ほ場整備率

東備地域

勝英地域

岡山地域

倉敷地域

井笠地域

高梁地域

新見地域

真庭地域

津山地域

22.3%

61.1%

87.8%

15.5%

16.2%

68.6%

16.9 %

24.2 %

58.9%

41.0%37.1%

44.5%
40.1%

18.0%

61.9%

15.6%65.0%

76.8%

② 経営体の育成と優良農地の確保

実施前 実施後

＜生産コストの低減＞

～山田地区（総社市）の事例～
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水稲 大麦 大豆

【労働時間 hr/ha】

【機械経費 千円/ha】

実施前 実施後

＜新たな作物の導入＞

白大豆の収穫 二条大麦の収穫

経営体育成基盤整備事業 服部地区（倉敷市）

経営体育成基盤整備事業 服部地区（倉敷市）

＜耕作放棄地の発生防止＞

農地の大区画化や排水改良は、農業の生産性の向上を図るとともに、担い手の

育成や農地集積・集約化の大きな契機となっています。

（令和2年4月現在）
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■倉敷市（桃） １４４ ha → 159 ha
■高梁市（ぶどう） ４０ha → 165 ha
■新見市（ぶどう） － ha → １11 ha

昭和57年 令和元年

（出典：農林水産統計年報及び農産課調べ ）

ピオーネ産地における畑地かんがい施設の整備状況

県下の主なピオーネ産地

畑かん施設整備

新見市備北地区のぶどう棚

ぶどう園に設置された
スプリンクラー

③ 「くだもの王国おかやま」の形成

県下の約３割にあたる畑地でパイプラインによる畑地かんがい施設が整備され、

「くだもの王国おかやま」を代表するぶどうや桃など、県下の主な産地が形成され

ています。
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ダム（41） 頭首工（24） 開水路（150） パイプライン（52）

用排水機場（142） 橋梁（77） トンネル（5）
計 491施設

基幹的土地改良施設 （ ）は施設数

Ⅱ 産地維持のための保全対策

産地を支えている基幹的土地改良施設の多くが耐用年数を超過する中、受益地

の状況を踏まえながら重要度や緊急度に応じて計画的に保全対策を進めることで、

農業生産に欠かせない農業水利施設等の機能が適切に発揮されています。

瀬戸地区（岡山市東区）
【排水機の分解整備】

児島湾地区（岡山市南区）
【橋梁の塗装】

～ 基幹的農業水利施設（409施設）の老朽化状況 ～

10年後には２／３を超える施設が

耐用年数を超過することから、施設

機能に支障が生じないよう、保全

対策に順次取り組むとともに、施設

の観察を継続します。
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塗装前



ピオーネの生産団地における保全対策

～ 備北地域 ～

ピオーネの生産団地における保全対策

～ 備北地域 ～

○ 昭和46～63年に実施した県営かんがい排水事業により水源の確保と畑地かんがい
施設を整備し、安定的な農業用水の供給が可能となった。

○ たばこ需要の低迷や連作障害により収穫量が減少する中で、基盤整備を契機として、
ピオーネを代替作物に選定し、ＪＡや市、普及センターが一体となって産地づくりを進め県
内でも有数のピオーネ産地となった。

散水状況

ピオーネ団地（露地棚）

整備後30年が経過

施設の劣化状況等を調べる機能診断及び機能保全計画を
策定し、これに基づき必要な補修や更新などの工事を計画的
に実施。

保全対策

幹線水路
パイプライン

揚水機場の老朽化 パイプラインの漏水

産地として高い品質を維持し
輸出促進・ブランド化

台湾でのトップセールス

水源の確保

安定的な農業用水の供給

輸出にも取り組み、平成

27年に隣接する高梁市や

ＪＡびほくと協力し、台湾で

市長らによるピオーネの

トップセールスを実施。
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産地の維持・発展



老朽化したため池や排水施設等の整備により、食料の安定的な供給を支える農業

生産基盤を守り、地域の農業経営を支えるほか、道路や学校などの公共施設や住宅

などの個人財産を台風や高潮などの被害から防護し、県民の安全安心な暮らしに大

きく貢献しています。

● 県下のため池は9,504箇所（R3.3現在）、その内約8,200箇所のため池は江戸時代以前に築造

● 昭和30年代から老朽度に応じて順次改修し、約4,385箇所のため池を改修 （R3.3現在）

● 農地を湛水被害から守るための排水ポンプを県営事業により７4箇所整備 （R3.3現在）

● 低平地の湛水、浸水被害を軽減。地域の安定的な農業経営及び安全・安心の確保に貢献

ため池の改修

排水施設（排水ポンプ）の整備

● 約４7ｋｍに及ぶ農林海岸の整備を進めており、津波、高潮などの被害から約6,400haの農地や宅地を防護

高潮等から農地を守る堤防の整備

○ 利水機能：農地を潤す貴重な水源として農業用水を確保。ため池下流の安定的な農業経営に貢献。
○ 防災機能：洪水を一時的に貯留し、洪水被害を軽減。ため池下流の安全・安心の確保に貢献。

ため池の
機 能

白石南海岸（笠岡市）

【改修前】 【改修後】

【湛水状況】 【排水機整備】

瀬戸第２地区（岡山市）

【改修前】 【改修後】

東谷池（倉敷市）

Ⅲ 農業・農村を守る防災・減災対策
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【施設整備数】121処理区（R3.3現在） 【設置箇所】159箇所（R3.3現在）

【対策完了】16橋（R3.3現在）

【農業集落道の整備】
● 地域住民の生活道路としての利便性の向上はもとよ
り、緊急車両やゴミ収集車などのスムーズな通行を確保

【農道橋の耐震対策】
● 発生が予想される大規模地震に備え、農道橋を耐震
補強し、通行の安全性を確保

【集落排水施設の整備】 【防火水槽の設置】
● 火災発生時の緊急水源として防火水槽を設置し、
安全で安心な生活環境を実現

Ⅳ 活力と魅力あふれる農村づくり

誰もが暮らしやすい農村を実現するため、都市部に比べ整備が遅れている生活排

水処理施設や、集落内の道路、排水路などの基礎的な生活環境を整備し、農村地域

の活性化に大きく貢献しています。

● し尿や生活雑排水の処理施設を整備し、水質改善を
図り、快適な生活環境を実現

【整備延長】246,710m 【路線数】483路線（R3.3現在）

（出典：農村振興課調べ）

○ 中山間地域総合整備事業16地区で19箇所の活性化施設を整備

● 中山間地域総合整備事業で活性化施設を整備し、地元住民の交流・会議や地元農産物及びその加工品の
展示・販売による都市住民との交流等、地域の活性化に一定の効果を発揮

快適で安心な生活環境の実現

地域間や都市住民との交流の促進

安全で安心な移動の確保

水洗化されたトイレ処理場【上水田・山田地区（真庭市）】
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農業・農村は、食料を生産する場であるとともに、県土の保全や洪水防止、水資源の

涵養、土壌の浸食防止などの機能を有し、さらに、レクリエーションの場、美しい農村景

観などを提供するなど多面的機能を発揮しており、農業農村整備事業は事業実施を

通じて農業・農村の持つ多面的機能の維持・保全に貢献しています。

多面的機能のイメージ図

洪水を防止・軽減する機能

斜面の崩壊を防ぐ機能

河川の流量を安定させる機能

土砂が川に流れ込むのを防ぐ機能

地下水を潤す機能

岡山県の農業・農村の有する多面的機能の経済的価値を、平成１０年度に農林水産省農業総合研究所
が試算した代替法と同様な方法で試算したところ、評価額は県全体で年間１，２８５億円となっている。

●多面的機能の貨幣評価（参考）

機　　能 評　価　の　概　要

　洪水防止 557
水田及び畑の大雨時における貯水能力を治水ダムの減価償却費及び年
間維持費により評価した額

　河川流況安定 191

　地下水かん養 20

　土壌浸食防止 50
農地の耕作により抑制されている推定土壌浸食量を砂防ダムの建設費に
より評価した額

　土砂崩壊防止 106
水田の耕作により抑制されている土砂崩壊の推定発生件数を平均被害
額により評価した額

　有機性廃棄物処理 2 有機性廃棄物の農地への還元量を最終処分費により評価した額

　気候緩和 2 水田による夏期の気温低下能力を冷房電気料金により評価した額

　保健休養・安らぎ 359
農業・農村が有する保健休養・安らぎ機能を農村地域への旅行者及び帰
省者の旅行費用により評価した額

合　計 1,287

評価額
（億円）

水田のかんがい用水を河川に安定的に還元して再利用に寄与する能力
ならびに水田・畑の地下水かん養量をそれぞれ利水ダムの減価償却費及
び年間維持費ならびに水価割安額により評価した額

多面的機能の発揮多面的機能の発揮
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○ 4,320haの広大な干拓地の農業用水の確保
○ 湖の水位を低水管理することで農作物の塩害、湿害を防止

主な農作物

稲・麦・ナス・レンコン・レタス・タマネギ

農業用施設としての役割

○ 5,140haに及ぶ農地・農作物や宅地、
国道等の公共施設などを高潮等の災害
から未然に防止

防災施設としての役割

締切堤防がなかった場合の高潮被害想定区域

環境啓発

環境改善の取り組みを中心と
する環境意識の向上効果。

児島湖流域清掃大作戦

通行道路

道路としても利用され、岡山市
南部を中心とした生活・産業
の進展に大きく貢献している。

干拓資料室

干拓地が形成された歴史的
背景、干拓事業を行う土木技
術、干拓地での営農技術など、
他の地区にはない歴史文化
を持っている。

親水空間

公園、遊歩道の整備により県
民の憩いの場となっている。

景観形成

広大な児島湖と周辺環境によ
り心が安らぐ景観を形成して
いる。

住民の生活や地域の発展を支える多面的機能

歴史的
文化価値

● 農業経営の安定を目的に造られた

● 高潮等の災害防止を
目的に造られた

○ 締切堤防の外では湛水被害があったが、堤防内では、予め湖
水位を低く設定する等の管理により被害が防止された。

平成１６年１６号台風による高潮被害想定区域

湛水被害発生エリア

多面的機能を発揮する土地改良施設
～児島湾締切堤防の役割～

多面的機能を発揮する土地改良施設
～児島湾締切堤防の役割～
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農 地 ： 4,320ha
（水田 4,292ha、 畑 28ha）

宅地 ほか ： 820ha
（R3.3現在）
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資料：活力あふれる農村地域の発展事例から学ぶ－土地改良事業の実施地区から－（R3.3）農林水産省

資料：活力あふれる農村地域の発展事例から学ぶ－土地改良事業の実施地区から－（R1.12）農林水産省

農業農村整備の効果①

農業農村整備の効果②
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資料：高収益な農業に取り組む現場から学ぶ（第4弾）－土地改良事業の実施地区から－ （H30.3）農林水産省

資料：高収益な農業に取り組む現場から学ぶ（第2弾）－土地改良事業の実施地区から－（H28.12）農林水産省

農業農村整備の効果③

農業農村整備の効果④


